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検討の結果、2040 年に目指す社会の姿として、以下の４つが挙げられた。 

 「人間らしさを再考し、多様性を認め共生する社会」 

これは、様々なコミュニケーション手段を通じて感情や体験の共有を図ることにより相互理

解を進め、互いの違いを尊重して共生する社会である。関連する科学技術としては、コミュ

ニティ形成支援技術、暮らしのノーマライゼーション化技術、コミュニケーション支援技術

等が挙げられる。 

 「リアルとバーチャルの調和が進んだ柔軟な社会」 

これは、データ・知識を蓄積・共有・活用し、仮想空間と現実空間を自在に使いこなして価

値創造を行い、諸課題の解決を図るとともに急速な変化に柔軟に対応する社会である。関連

する科学技術としては、次世代テレプレゼンス技術、次世代セキュリティ技術、自動運転技

術、次世代 AI 技術、次世代インターフェース技術等が挙げられる。 

 「人間機能の維持回復とデジタルアシスタントの融合による『個性』が拡張した社会」 

これは、科学技術により人間の心身機能が拡張し、また個人の特徴に合った健康維持・管理

により、各人が新しい“個性”を獲得して活躍の幅を広げている社会である。関連する科学

技術としては、病態モニタリング技術、仕事代替技術、技能や身体機能の拡張技術などが挙

げられる。 

 カスタマイズと全体最適が共存し、自分らしく生き続けられる社会 

これは、部分最適と全体最適について新たな均衡点が見出され、個人はストレスなく意識せ

ずに好ましい選択を行う中で資源の適正配置・循環が行われる持続可能な社会である。関連

する科学技術としては、次世代エネルギー技術、次世代インフラ技術、全球モニタリング・

センシング技術、デジタル製造技術、資源循環支援技術等が挙げられる。 

 

これらをまとめると、「人間はより良い在り方を模索して自分らしく生きる、社会は多様な人

間が緩やかにつながり共生する環境を提供する、そして科学技術は、人間や社会の営みに優し

く寄り添い支える社会」が浮かび上がった。そこで、2040 年の社会を「人間性の再興・再考に

よる柔軟な社会」と総括した。 

社会像と科学技術との関係を見ると、702 件のうち 470 件の科学技術トピックが社会像と結

び付けられた。内訳を見ると、社会起点の検討では、健康・医療・生命科学、農林水産・食品・

バイオテクノロジー、環境・資源・エネルギーといった、生活の中でイメージしやすい分野の

科学技術トピックは 6割以上が結び付いたのに対し、科学技術起点の検討では、2～5割程度で

あるものの、分野の偏りなく全分野の科学技術トピックが社会像と結び付いた。 

科学技術と社会との関係における留意点については、望ましい社会の実現に科学技術が寄与

するためには倫理的・法的・社会的課題への対応が必須であり、人文・社会科学専門家も含め

て多様な関係者による議論を行い、社会的合意を形成する必要があることが示された。 
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本調査は新型コロナウィルス感染症の世界的流行の前に実施されたものである。しかし、ここ

で描かれた「人間性の再興・再考による柔軟な社会」は、今後加速が予想されるデジタルトラン

フォーメーションの要素を多く含んでおり、感染症リスクとともに生きる時代においても目指す

べき社会の姿として意味を持つと考えられる。今後、社会環境が大きく変化してゆく中で新たに

求められる科学技術や社会システム等について継続的な検討が必要である。 
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図表 dd 基本シナリオオの概要  

（本編編図表 29） 


